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一
、
は
じ
め
に

「
東
医
宝
鑑
』
は
朝
鮮
を
代
表
す
る
十
六
世
紀
の
医
学
書
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
宣
祖
三
十
年
（
一
五
九
七
）
に
李
氏
朝
鮮
十
四
代

宣
祖
の
命
を
受
け
て
、
大
医
許
竣
（
一
五
四
六
～
一
六
一
五
）
が

臨
海
君
二
年
（
一
六
一
○
）
二
十
五
巻
を
輯
成
し
、
三
年
後
の
臨

海
君
五
年
二
六
一
三
）
に
刊
行
さ
れ
る
。

本
文
の
概
要
は
、
二
十
五
編
二
十
五
巻
か
ら
成
り
五
編
に
大
別

さ
れ
、
鍼
灸
篇
は
第
二
十
五
篇
一
巻
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

二
、
研
究
の
背
景
と
目
的

『
東
医
宝
鑑
」
は
、
李
朝
時
代
の
国
家
大
事
業
と
し
て
編
集
発

行
さ
れ
自
国
は
も
と
よ
り
近
隣
す
る
中
国
、
日
本
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
現
在
も
朝
鮮
半
島
で
研
究

が
推
し
進
め
ら
れ
臨
床
に
活
か
さ
れ
重
用
さ
れ
て
い
る
。
書
誌
学

的
に
見
て
も
各
国
で
し
ば
し
ば
再
版
さ
れ
る
な
ど
朝
鮮
医
書
と
し

羽
「
束
医
宝
鑑
」
の
研
究
Ｉ
鍼
灸
篇
に
つ
い
て

吉
田
和
裕

て
誇
り
う
る
も
の
で
、
東
ア
ジ
ア
の
医
史
学
を
研
究
す
る
上
で
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

本
研
究
の
目
的
は
、
朝
鮮
半
島
に
独
自
の
鍼
灸
学
が
樹
立
し
た

の
が
近
世
李
朝
時
代
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
時
代
に
編
成
さ
れ
た

東
医
学
の
祖
で
あ
る
『
束
医
宝
鑑
」
鍼
灸
篇
に
つ
い
て
検
討
す

ブ
（
》
Ｏ

三
、
方
法

①
鍼
灸
篇
を
項
目
別
に
整
理

②
引
用
さ
れ
た
医
学
書
の
分
析

③
李
朝
時
代
の
鍼
灸
医
学
の
状
況

四
、
結
果

①
鍼
灸
篇
は
、
一
巻
し
か
存
在
せ
ず
他
の
篇
に
比
べ
る
と
分
量

的
に
少
な
い
が
、
的
確
に
体
系
付
け
て
治
療
法
則
、
治
療
法
、
経

絡
、
臘
穴
、
禁
忌
、
吉
凶
、
忌
日
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

②
引
用
文
献
は
、
明
代
以
前
の
中
国
医
書
学
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
が
、
一
部
朝
鮮
医
書
が
用
い
ら
れ
他
に
不
明
な
医
書
も
あ
る
。

唐
以
前
の
医
書
は
「
内
経
」
「
霊
枢
」
「
難
経
」
「
甲
乙
経
」
「
千
金

方
」
、
宋
の
医
書
は
「
銅
人
経
」
「
証
類
本
草
」
「
資
生
経
」
「
外
科

精
要
」
「
和
剤
局
方
」
、
金
元
の
医
書
は
「
世
医
得
効
方
」
「
外
科
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精
義
」
、
明
の
医
書
は
「
丹
溪
心
法
」
「
東
垣
十
書
」
「
医
学
綱
目
」

「
医
学
入
門
」
「
万
病
回
春
」
「
古
今
医
鑑
」
「
神
応
経
」
、
李
朝
の

医
書
は
「
医
方
類
聚
」
、
不
明
医
書
は
「
俗
方
」
「
鍼
灸
書
」
等
で

あ
る
。
そ
の
中
で
も
「
銅
人
経
」
か
ら
の
引
用
が
一
番
多
く
、
引

用
頻
度
は
次
い
で
「
医
学
入
門
」
「
霊
枢
」
「
資
生
経
」
「
医
学
綱

目
」
等
の
順
で
あ
る
。

③
許
竣
は
、
宣
祖
に
奉
勅
さ
れ
十
六
年
間
の
長
い
年
月
を
か
け

て
「
東
医
宝
鑑
」
を
撰
し
鍼
灸
を
取
り
込
ん
だ
の
は
、
李
朝
時
代

に
鍼
灸
方
術
が
か
な
り
重
要
視
さ
れ
て
い
た
事
を
意
味
す
る
。
す

な
わ
ち
、
李
朝
時
代
に
中
国
医
学
が
朝
鮮
の
医
学
に
更
に
影
響
を

及
ぼ
し
新
た
に
鍼
灸
医
学
を
固
持
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
ま
と
め

鍼
灸
篇
は
、
第
二
十
五
篇
に
収
め
ら
れ
最
後
の
篇
一
巻
に
あ

る
。
鍼
灸
医
学
の
方
法
論
を
詳
細
に
網
羅
記
述
し
、
明
確
に
系
統

付
け
ら
れ
編
纂
が
な
さ
れ
た
も
の
と
謂
え
る
。

（
順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）


